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れた. また Y染色体マイクロサテライト 3遺伝子座の解

析の結果, 2 つのハプロタイプを検出した. 2 タイプの地

理的な出現頻度に有意な差は見られなかった. 今後は

サンプル数を増やし, 島個体群の連鎖不平衡やボトル

ネックの兆候について研究する. 

 

B-38 野生ニホンザル個体群の遺伝的交流に関する基礎

研究 

清野紘典（㈱野生動物保護管理事務所 関西分室） 

対応者：川本芳 

本研究は, ニホンザル個体群の孤立や交流を評価す

るため, 群間移動するオス個体を複数の標識遺伝子で

分析し群れ間における遺伝的交流を定量的に明らかに

することを目的としている. 野生群 1 群(260 頭)に焦点

をあて, オス 59 頭のＹ染色体マイクロサテライト 3 遺

伝子座とミトコンドリア DNA 非コード領域の配列を分

析し, 個体群内ですでにあきらかとされているミトコ

ンドリア遺伝子の分布から群れ外から移入した個体特

性を把握する一方, 個体群内のオス個体から得られた

既知のマイクロサテライト遺伝子のＹ染色体タイプか

ら移入個体が繁殖に関与した実態を評価した. 結果, Y

染色体では 9 ハプロタイプが検出でき,出現頻度が一様

でないことを確認した. また, ミトコンドリア遺伝子で

は多くのオスが対象群の最頻ハプロタイプを示したも

のの, 成獣オスの一部からは異なるハプロタイプを検

出した. 父性遺伝する Y 染色体タイプは, オスの移住と

繁殖の双方を反映するのに対し, 母性遺伝するミトコ

ンドリア遺伝子タイプは, １世代内のオス個体の移住

のみを反映する. 従って, 分析した 2 つの標識遺伝子の

空間的分布における性質の違いは, これら標識の遺伝

子伝達の性質の違いを反映した結果である. 今後は追

試を経て解析を進める予定である. 

 

B-39 飼育下霊長類における尿中 8-OHdG の身体的及び

精神的健康指標としての有用性 

有賀小百合（日大・院・生物資源科学） 

対応者：平井啓久 

尿中 8-ヒドロキシ-2’-デオキシグアノシン  ( 8-OH 

dG：DNA 酸化損傷生成物 ) は, ヒトにて,慢性疾患の発

病リスクの有用な生理学的指標とされており, 近年で

は, 精神的ストレス指標物質としても注目される. しか

し, ヒト以外の霊長類における報告は少なく, 本物質が

飼育下霊長類においても身体的および精神的健康指標

となるか明らかでない. 本研究では, 飼育下ニホンザル

において齢別および性別による尿中 8-OHdG 濃度の動

態を調査し, 飼育下霊長類において本物質を健康指標

とする際の基盤となるデータを収集した. 

臨床症状を示していない健康なニホンザル ( Macaca 

fuscata ) 計 52 頭を対象とした. 雌雄ともに 1～4 歳,5～

10 歳, 11～15 歳, 16～20 歳, 21～25 歳の 5 グループに分

類し, 齢別および性別による尿中 8-OHdG 濃度の差の有

無を調べた. 尿中 8-OHdG 分析には, 酵素免疫測定法 

( EIA 法 ) を用いた. 

齢別調査の結果, 雌雄ともに各年齢群間で有意差は

認められなかった. このことから, ニホンザルでは 1 歳

の幼獣から 20 歳の成獣まで尿中 8-OHdG 濃度に有意差

はなく, 平均値 ( ± SD ) は 716.84 ( ± 320.69 ) ng / mg cre.

であると判明した. 対して, 性別調査では 21～25 歳の

雌雄間で有意差が認められた. ニホンザルでは 20 歳以

降にメスの閉経が生じるとされる. 21 歳以上の個体では, 

メスの閉経の有無により尿中 8-OHdG 濃度が増加し, 雌

雄に差が生じると示唆された. 今後, 飼育下霊長類にお

いて, 本物質に関するより多くの調査が行われること

で, 飼育下霊長類における精神的健康管理の更なる発

展に寄与することが期待される. 

 

B-40 野草の苦味･渋味成分含量と嗜好性との関連性に

ついて 

小嶋道之, 有富幸治(帯畜大・食科) 

対応者：鈴木樹理 

野生のニホンザル調査では, 渋味や苦味のあるニガ

キ, エゾニュウ, チシマザサ, クマイザサ, アケビ, エ

ビガライチゴ ,マタタビ, ヤマグワなどを好んで食べる

ことが明らかにされている. 食べ物に対するサルの嗜

好性や植物の各部位を食べ分けている原因が含有する

苦味・渋味成分の種類と含量に関係あるのかどうかを予

備的に調査した. サカキ, ヒサカキ, ニガキ, エゾニュ

ウ, キハダ葉もしくは果実から抽出したポリフェノー

ル（苦味・渋味成分）を自然界で含まれる含量を上限と

して 1/8 までの希釈液を調製し, 固形飼料およびサツマ

イモに塗布して予備的に調査した. 与える方法として

は, 濃度の薄い液を塗布した餌から与え, 通常の食事時

間に与え評価した. その結果, 3 才サルでは多少の個体

差はあるがほとんど食べないこと, 5 才サルでは濃度に

無関係に経日的に食べるようになること, 10 才以上のサ

ルでは, 雄ザルは濃度に関係なくすべて食べること, 雌

ザルは好きではない様子でポリフェノール濃度にあま

り関係なく, 平均して 3 割程度しか食べないことが予備

的に判明した. これらの結果は, 飼育ザルの中で特に若

いサルや年老いても雌ザルほど敏感に餌の苦味・渋味の

評価をしている可能性が示唆された. 

 

B-41 静岡県愛鷹地域に生息するニホンザルの遺伝的多

様性・地域分化及び保全 

大橋正孝（静岡県森林・林業研究センター） 

対応者：川本芳 

 本研究では, 現在, 地理的に孤立状況にあると考えら

れる静岡県愛鷹地域のニホンザルについて, 周辺地域

からの分化, 孤立状況を定量化することを目的に, 有害

捕獲等から得られた血液及び糞試料 16 試料（うち愛鷹

地域 13 試料）から遺伝子を抽出し, ミトコンドリア

DNA の D ループ第 1 可変領域 512 塩基対の配列を調べ

た. 次に, これまで分析した 79 個体（うち愛鷹地域 13

個体）分の結果を加え, Clustalx2.0.10 で配列の比較を行

い, 遺伝距離に基づき NJ 法により njplot を用いて分子

系統図を作成した. 

その結果, 大きくは, 南アルプス・愛鷹地域と伊豆地

域,中区分としては, 南アルプス西地域・南アルプス東地

域・愛鷹地域・西伊豆地域・東伊豆地域に区分され,24

（うち県内は 20）のハプロタイプが存在した.地域個体

群の遺伝的多様性や地域分化への影響が大きいオスの

移入出の状況を確認することが可能となったため, 今

後は, 愛鷹地域やその周辺地域のオス個体について試

料採取, 分析を進め, これまで確認された県内各地域の

ハプロタイプと照会することで地域間交流の状況を明

らかにする予定である. 
 


